
双極症は、うつ状態と躁状態が繰り返し現れ、社会生活に大きな影響を与える疾患です。本研究では、当事

者・家族・医療従事者が協働し、双極症とともにより良く生活するために必要な「情報セット」を合意形成プロ

セス（修正版デルファイ法）を用いて開発しました。

1.概要

双極症の治療では、薬物療法とともに心理教育（疾患についての正しい知識や自己管理方法を当事者・家族・医療

従事者が共有し、再発予防やより良い生活を目指すための教育的支援）が有効とされていますが、日常診療で十分な

心理教育プログラムが提供されていない現状があります。当事者・家族が病気や治療について十分な情報を得ること

は、治療への積極的な参加や自己管理、再発予防に重要です。しかし、現場で提供される情報は医療従事者目線が

中心であり、当事者・家族の視点を反映した情報の優先順位付けは十分に議論されていませんでした。

2.研究の背景と目的
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本研究では、国内外の学会・行政・製薬会社等が公開する信頼性の高い情報をもとに126項目の候補情報を抽出

し、当事者・家族・医療従事者からなる専門家パネル（計11名）による2回の個別評価とパネル会議を実施しました。

評価は「最重要」「重要」「必要」「不要」の4段階で行い、合意形成を経て23項目の「情報セット」を策定しました。

　各項目は、当事者・家族・医療従事者が共通して理解し、治療や日常生活の中で活用できる内容となっています。

特に、当事者・家族の経験に基づく「日常生活での工夫」や「家族のサポート」など、従来の医療者中心の情報では十

分に扱われていなかった視点が反映されています。

3.研究方法

　本情報セットは、双極症の維持期治療開始時に当事者・家族・医療従事者が共有すべき「最小限必要な情報」とし

て、心理教育の基盤となることが期待されます。今後は、臨床現場での実用性や効果の検証が求められます。

4.今後の展望
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双極症とともに生活することを支援する情報セットの開発：
―当事者・家族・医療従事者との修正デルファイ法による研究―

「情報セット」へ ▶

http://hi.med.kyoto-u.ac.jp/info_set.pdf

